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久留勝／金 滞.大＼. ~ 
河崎外美雄l久留外科J 叩
50. 縦帰後服務＝閥スノV寅験的研究




































回． 心臓ノ「レ」線断層動影法ユ蹴テ ·.~· . 











報告者榊原 ι I字（岡 山〉・・Z1
心鴎外科I
報告者 i・：直司主義（大阪帝大）・・21
閉曾ノ1麟i 舎長佐藤清 一 郎
一－ 4一ー
第 1日 付月 1日．木曜日）














之テ臨林的ニ慮用ス Jレ~ソ ノ 高比重性テ利用 ス レ；，「ヌベ Jレカ 4 ンJS ， 「ベルカミ ン」 S ト同
様ノ特性テ示シ陰部神経廠楳，偏側属t官等法，高位後根肱静法等＂13・可能デオJレ， R佐「ヌペJレカ 4







手術侵襲 ノ生韓ニ及ボス影響テ知ラン トシ，術前及ピ術後1,3日及ピ1,2遡ュ Kjddahl
法ニヨリ血中残飴窒素（R剖）誼ニ尿中線、窒素（G-N）ラ Cullen-vanSlykeノ「ウレアーゼ」法ユ
ヨサ血及ピ尿中尿素窒素（U-N）タ棋l」定，之等ノ消長テ観察セリ，検査尿ハ午前8時ヨリ翌日





































































( 5) 病的初殺「レ」線像t立ニ殺さ主機轄テ考車シ化膿牲督・髄炎ノ lLノ」線製的分類テナス．
7.骨髄ノ殺菌性＝闘スル賓験的研究（特ニ年齢ニ依ル差異）
千葉傍科大接河合外科数室西川賢郎




















































2. 溶解度： Jfl清＊ノ溶解度ニ醐シテ酷化型．ト遊離型トノ間ニハ 1：？ノ比率テ認ム．






























































































17. 朝鮮湾~~I島エ於ケル「71 ラリア」症j 統計的調査
妹尾 泌 ，ー



































肇者ユヨツテ敷種ノ批判テ公ニザレ失日が中ニハソノマ、黙認シ難イ毛 Yモ＇Y >v •. 私ハ之等ノ批
判ニ燦へ，併セテ乾燥血液ノ使用的1買値ニ就テ遁ペテミダ-f1、思フ．
21.戟傷治療上持家注意ヲ要スベキ事項エ就テ
































































宙研ノ排険ニ依ツテ屡ピ症朕ガ全クi宵j昆スルコトモア Jレヵ・， 局所ぺ切除ヲ必要ト スル場合モアル
街例外トジテ門静脈周園淋巴腺ノ非炎症性腫大（肉腫）ニヨ Jレモ亦臆嚢炎チ悲起スル事費カ ヲ















ガ出来ズ原則的ニハ膿寝ノ切開誘導テ以テ第L一義的魔置トスル． コ~.黒占ノ、ヰヒイ弗印ニ於ナ Jレ P.








( 1) 醇酵素性臆痩炎ノ原因ニヅキ立置をシタカラ牒百テ誘量産スJレコトハ常然考ヘラ νJレ
( 2) 毛穴ィデ化接的非細菌性脂石生成テ立謹スJレタザ 34家兎硫黄食ニヨル臆百生成賞轍ニ♂
於テ・33%ニ成功シタ
(3) 向勝酵素性臆i・pHハ下降シテ臆石生成ニ好都合デアル
































的閉鎖療法ハ遁廠テ充分考慮、セバ危般ナキノミナラズ~f.ロヨリヨキ成績テ招来ス Jレモノナ II r 


















































演者ハ諸種築費~.：：・ヨ Jレ全身麻酔時ユ於ナ Jν目前電気固テ観察シ特ュ a浪ノ振幅， 振一助教JJ.出現
度予計測シタJレニ深麻酔期デハ「エーア Jレ」，「クロロフ方JレムJ－＂＇α波 ノ消失乃至減少，「エピ、パ
















































































































































一操作テ繰リ返シ得，而モ夫 νニヨ ，1;-1'1} ヒ母校力チ表ハシ以テ其ノ持繍期間チ延長セシムヨレ事 ~J
能ナリ．













































促準ガ静明サ ν且ツ永繍的ナルコト 'jJ.長期観察ニヨリ置明サ νテ居ル．
宿題報告 2
胸部交感神経J：外科 報告者戸 回















































































淋巴腺ガ存tf ス Jレカラ，之等ノ結核そ後生シテ宜 L カ ）t .＇ペキデア.／t-·~· 事買手先々 ハ側脊椎~性膿
場ノ：手術治験例ニ依リ従来脊椎「1リエス」ニ依Jレ流注膿務ト課マ ラレテ居タ斯カJレ疾患／存在
手立霊シタ． ソシテ之ニ封 シテモ徹底的根治手術 4 行フペキデアルコト テ主j長スルモ スデア
JL・ 
’坊．結核性腹膜炎開腹術後三於ケル結核菌原ノ意義






斯カ j~J.〆、韓蹄凡テ良好テリキ． 之ニ封シ該菌ノ出現・テ見グリシ 2伊lエ於テノ、，治標的開腹術
ノ、核兵主甚ダ少キ！カ叉ノ、全ク無殻ナPキ． ., ' 一 品 一
































f'i\I支極メ！タ僅徴ユシテ，少クトモ頭部肢踊嘆紳泥中ニ合7 ）レ、交感紳~~i＇.ガ之ニ閥奥セ 1レモ F ト






吏ニ毎週 1 同乃至2週間ニ 1 同宛500~10;0 括ノ空気テ腹腔内ニ注入シ，之ニヨワチ麻醇セル
側ノ践隔膜テー婿上昇セシム Jレ方法子昭和 16年 12月以来賓施仏・言葉症例テ 4ナ月一15月タ間 ι
テ亙リ持繍観察セル結果，横隔膜紳経捻除術トλ工気腹法 トノ併合療法ハ肺虚脱療法ノート シ
テ採用スペキ1質値ア Jレコトチ認メント 人．












































{3) 手術品ヨ Jレ血色素及ピ、血液内有形成分（赤血球，「へ7 トクリットJ値） ノ：喪失ハ術後1
週間目ニ最モ著明トナルガ，其後吹第ニ快復シ， Iタ月間iニハ殆ド術前ノ賦態ニ復スルノ迂テ
ラズ， ソI内若干ノ毛ノノ、既ι術前値テ凌駕スJレニ至ツテヰJレ．
ゐ9.肺結核症ニ針スル撰揮的肺成形調ノ治療的教果ニ就テ
都築正男
東京帝国大撃密接部都築外科数室川 島健吉
木本誠二
永堀著作
余等ノ、慢性肺結核ノ開放性宰洞病竃テ閉鎖性ニ慶へヤクト積極的ニ努力スル治療術式トシテ
濯揮的肺成形術テ提唱シ既ニ6ナ年テ経タ．其閉ノ施術例62例．手術ムヨル直接死亡4例（6.5
%）テ除イタ 58例ノ内， 40例（70%）ハ術創jJ＇癒エテ退院スル時迄子曙夜中ノ結按菌が陰性トナ
リ空洞病竃テ閉鎖性ニスル目的テパー先ヅ主主シ得タノデアJレ．
’術後2ナ年以上テ経過シタ28例ニ就テ其遠隔成績テ調査シテ見Jレト，死亡5例．生存23例
デアアテ，生存者ノ現夜ノ健康恥態ノ、「優J14例，「良」6例，「可」3例デアJレ．
一一一 26 －ー
此術式ノ、肺結核治療ノ；核心トモ云フバキ空洞病竃ノ積極的撲滅へ突キ準マクト云フノデアル
カラ色々 1困難ガ伴フコトハ云フ迄モナ "1.余等ノ、治擦成績ノ向上テ期シッ、其改善ラ考究
シ，最近ニ至リ漸ク遁慮，手技，前鹿置，後療法等ム就テム定ノ方針テ樹テ得ルニ至ツタ．維
."';! 7.向後更ニ良好ナ治療殻果テ期待スJレコト.，，.出来ルト信ズル毛ノ ：デアル．
60. 心臓J「レ」線断層勤髭法ニ就テ
千葉密科大祭瀬尾外科教室 中山恒明鈴木次郎
余等ノ；嚢ニ考案シテ肺臓運動診断ニ用ヒタル「V」線断層撮影法テ心臓ノ運動現出法品慮用セ
9.先ツマ億康心臓ノ運動航憩テ其ノ；矢賦及ピ額面方向ノ断層ニ於テ現出シタルノミナラズ更串
其ノ横僅断屠各面ユ於ナル抗轡テ毛識νリ．次ニ病的心臓ノ運動テ岡部喧及ピ同方向干於テ現
J、シ弦ニ心臓診断ュ開スル新知見テ得タリ．
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第 3日 午後
報告世ニ議事
宿題報告 3
報告者
報告者
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榊原・亨〈岡山〉
1J、海凱夫（大阪帝大）
吉井直三郎
舎長佐藤清一郎
